














目的 

呼吸調節には呼吸中枢、遠心性運動路、呼吸筋、肺気管支内受容器、末梢性・中枢性化学

受容器、迷走神経などが関与しているが、呼吸調節の解剖生理学的機構は複雑で、不明な

点が少なくない。しかし、神経性呼吸調節には延髄迷走神経核、網様体の他に、頚・胸髄

前角細胞も呼吸運動に関与するため、頚髄前角および後角ニューロンの樹状突起の発達を、

正常例と乳児突然死症候群(SIDS)例で検索し、対比した。 


